
平成２７年度「大学教育再生加速プログラム」選定取組

大学等名：小樽商科大学
テーマ ：テーマⅣ（長期学外学修プログラム（ギャップイヤー））

「クォーター制」及び「入学猶予制度」の導入により教育課程の改革を前倒しで実施し，本学が目指すグローカル人材の
育成に資する多様な長期学外学修プログラム（ブリッジプログラム）を構築する。

・クォーター制の導入も含め学事暦を工夫することにより、
学生の長期学外学修の参加向上を推進する。

・入学猶予制度の導入により、入学前の学生に世界や地域
の現実と課題を経験する機会を与えて大学での学びの動
機付けを促し、主体的な学習意欲の向上を図る。

・従来の国際交流プログラムおよび地域交流プログラムを
長期学外学修プログラム（ブリッジプログラム）として進化
・連携させて正課カリキュラムに位置づけることで、グロ
ーバルな視野から地域の問題を考えると同時に地域の
視点を持って世界で活躍できる力を身に付けさせる。

【事業の成果】 26年度
（実績値）

27年度
（目標値）

29年度
（目標値）

31年度
（目標値）

長期学外学修プログラムに
参加する学生の割合

8.1% 9% 10% 20%

学生の授業外学修時間 ３時間 ５時間 ８時間 10時間

学生が企画する活動数 ４７件 ５０件 ５５件 ６０件

①学事暦の変更

②入学猶予制度の導入

セメスター制 クォーター制

課題解決型ＰＢＬや国内外のインターン
シップ、海外での教育プログラムを推進

大学合格
最長１年間の
入学猶予

入学猶予期間中、海外の大学で取得し
た単位は、大学入学後審査の上単位化

新たな制度設計

平成30年度

海外 国内

地域連携ブリッジ教育プログラムグローバルブリッジ教育プログラム

大学

入学前、１年次での長期派遣留学プ
ログラムの構築やＮＰＯと連携した
長期海外インターンシップ等を実施

長期実践型国内インターンシップ
や社会貢献活動、地域と連携した
アクティブラーニング等を実施

＜本学の強み・特徴＞
アクティブラーニング，海外留学，地域連携インターンシップ，産学官連携

長期学外学修プログラム（ブリッジプログラム）


